A Study on the Groundwater Quality of Greenhouse Irrigation by 小川,裕子 & 紙井,泰典
施設園芸用地下水の水質に関する研究
　　　小川　裕子1 ・ 紙井泰典2
(1共同組合別府花市場.2農学部農林環境工学講座)
A Study on the Groundwater Quality of Greenhouse Irrigation
　　　　　　　　　　HirokoOgawa' and YasunoriＫＡＭ?
'Ｃｏｏｐｅｒａtiｕｅ Ａｓｓｏｃｉａtｉｏｎ ｏｆ Ｂｅｐｐｕ Ｆｌｏｉｏｅｒ ＭＣしｒket
’Ｃｈａｉｒ ｏｆ Ｌａｎｄ Ｅｎｖiｒｏｎｍｅｎtal Ｅｎｅｉ几ｅｅｒi几ｇ. Ｆａｃｕlｔｙ ｏ/ Ａｇｒicｕlｔｕｒｅ
ABSTRACT : Groundwater quality, namely pH, EC, turbidity, DO, water temperature and
salinity as well as tidal stage and groundwater level(distance between pipe top and water
surface, deep bored well onlｙ)of total 15 wells for greenhouse irrigation at Misato, Kochi City
and Hamakaida, Nankoku City was investigated from May, 1998 to December, 1999. The data
was analized by simple regressional analysis. The maximum EC value detected was 0.468
mS/cm at Hamakaida near Kochi Airport. Accumulated salt in the greenhouse soil is to be
greatly cared. High values of coefficient of correlation were found out between many terms of
many wells. But too much emphasis should not be put on the coefficient of correlation, because
the numbers of the sample data analized here were only four, five or six.
　The result is as follows.
(1) EC between ０.3 and 0.4 mS/cm was observed in many wells of Misato and Hamakaida.
(2) In case of relatively low pH well, pH value goes up after heavy rainfall. ０ｎthe contrary, EC
　value goes down after rainfall. As ａ consequence, pH and EC occasionally has a high negative
　correlation.
(3) In some wells, DO goes down as water temperature goes up, but some exceptions existed.
(4) In several wells, water temperature was effected by air temperature.
(5)ＥＣ goes down because of a lot of rainfall during summer. Water temperature goes up during
　summer because of high air temperature. As ａ result, EC and water temperature often have
　ａ negative correlation ｡
(6) The underground propagation speed of tidal movement from seashore to well was calcu-
　lated 1.03m/s for Hamakaida Ｎ０.2 ( s 4 ) well based on the fact that it tmay take about half
　a period of tidal movement (about 6 hours) when there is ａ negative high correlation between
　EC and tidal movement of sea level at Hamakaida Ｎ０.2.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約
　1998-1999年の５月－12月に，塩水混入の恐れのある高知市三里から南国市浜改田にいたる海岸
部の，延べ15個の施設園芸用地下水井戸の水質(pH, EC,濁度，ＤＯ（溶存酸素），水温，塩分濃
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度）と潮位，そして掘抜き井戸の場合は井戸縁から水面までの距離（「水位」と呼ぶ）を調査し，
水質項目間の単回帰分析を行った．浜改田・三里の海岸部の井戸には，最大ＥＣ（電気伝導度）
0.468mS/cm (浜改田No. 2 (12/21))が検出され，ハウス土壌への塩の集積が懸念された．回帰分
析の結果，高い相関係数が得られた項目も多かったが，いずれもサンプル数が４－６個と少ないた
め，過大な評価は慎むべきであろうと思われる．
　結果をまとめると，次のようであった.
（1）三里地区，浜改田地区ともにEC 0.3-0.4mS/cm程度の軽微な塩水混入が認められた.
(2) pHとＥＣは，ともに降雨の影響を受けての結果とみられる季節変動が認められた．
　　また，その結果としてｐＨとＥＣの間には相当の相関が見られる井戸が多かった．
（３）ＤＯは水温の上昇につれて低下する傾向が見受けられたが，例外もあった.
（4）水温については気温の影響を受けていると思われる測定値が多かった.
(5) ECと水温とは負の相関を示す井戸がいくつかあった．これは水温が気温の影響を受けて，夏
　季に高くなることと，ＥＣが降雨量の多い夏季に低下する傾向があるためと考えられる.
（6）海岸距離が223 m程度と見られる浜改田Ｎ０.2（s4）のＥＣと潮位との負の相関が高いこと
　から，塩水が海岸から井戸まで伝播するに要する時間を，潮汐周期の半分，６時間とみて, 1.0
　cm/s程度と試算された．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　高知平野は全国的にみても施設園芸が盛んな地域である．その施設園芸には水は欠かせないもの
であり，収量や品質と密接な関係を持っているため，水質には細心の注意が払われている．高知平
野の多くの施設園芸農家では，農業用水として地下水を利用している．しかし，その地下水に塩水
が混入して安心して使用できない地区も見られる．そこで以前に地下水に塩水が混入して問題になっ
たことがある高知市三里地区，南国市浜改田の海岸線沿いに，施設園芸用井戸の地下水の水質を調
査し，施設園芸用水の安定的供給と施設園芸農業の発展に資することとした．
　　　　　　　　　　　　　　　　調査地域と調査方法
　調査地域を図１に示す．
１．高知市三里地域の地質　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　■　　　　・
　三里地区は，土佐湾に面した海浜地形であり，浜は弓形を呈している．海岸線から500m程度陸
側に入ると太平山麓に達し，背後は標高が150 m程度の太平山となる．また三里の西部種崎地区は，
浦戸湾め出口に形成された海岸砂州である(図２参照)．地質は図3，付図l(a), Kb)レ1(c)，1(d)
に見るように表層12～16mが沖積世の砂土または砂裸土で，その下が軟岩または粘土層となってい
る．
２。南国市浜改田地区
　浜改田地区は物部川河口海岸部に位置し，広範に沖積層が発達している。その下部に洪積層（段
丘～扇状地性堆積物）が発達し，基盤岩を覆っている。
　基盤岩は，高知空港の北側を近距離で通過する仏像構造線（東西走向）によって，北側の秩父帯
（古生代）と南側の四万十帯（中生代）に区分される。秩父帯と四万十帯は，それぞれ東西走向の
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　　　　　図１　調査地区　　　‥　　●･　　　　　　　　　　　∧
断層によって二分されており，北部から順に高岡層と虚空蔵山層群（秩父帯）,大堂タ奈路層と葉山
層（四方十帯）となっている（付図２参照）．秩父帯凪主とし七凝灰岩,ニ砂岩,ニ泥岩，チャート
と石灰岩からなっており，･四万十帯は主として泥岩と砂岩√そ1し七しばしばチヤートや裸岩等が挟
在している．いずれも東西走向が卓越し，四万十帯では北向き傾斜面が優勢であるレ
　これら基盤岩を第四紀層（洪積層，沖積層，浜堤）尚が覆っている.ﾀﾞ……この層は物部川め発達史と深
く関わっておりｉまた空港周辺の地下水の挙動と密接な関連があるレ空港直下の洪積層は扇状地性
の低位段丘堆積物であり，沖積層は玉石を多く含んでいる白（付図3 (a),(b)バc）参照）√浜改田の街
村は浜堤上に立地しており，後背地の湿地は水田となっている:（この項文献4）より修正して引用）．
３．調査方法＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　十十　　　　ダ犬
　水質調査には㈱堀場製作所め水質チエ万ツカーU-10を用い，打込み井戸の場合はポンプで揚げ
た水をバケツに受けて測定した．掘抜き井戸のうち，ポンプとは関係なく直接地下水面にアプロー
チできる井戸の場合は直接Ｕ－10のセンサ一部を水面下１㎡の位置まで下ろして測定した.I測定
項目はpH, EC (電気伝導度，25℃に補正，単位mS/cm),ﾆ濁度=ニ(Ｕ＋10ではホルマジン標準液を使
用，単位NTU (Nepheltric Turbidity Unit)), DO (溶存酸素ﾚ単位mg/1).水温ﾆ(単位℃),/塩分
濃度ﾄ(単位％)を計測した．このうち塩分濃度は，単にＥＣ値として検出=さ/れるものを塩分濃度と
して換算しただけのものである．測定期間は1998年7-12月に三里No. 8 , 5 ,1, 7 , 2 ,9 ,3及び浜
改田No. 2,4, 3, 5, 7, 6, 1999年5 －12月に補足的に三里si ， 浜改田sl,s2,s3,s4め調査を
行った./ここで三里No. 8, 5 , 7 , 2 , 9 , 3 , s 1及しび浜改田ｓﾚI,s2は掘抜き井戸√浜改田No. 2√4，
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図３　三里地区の模式地質横断図（文献２）より引用）
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考えてよいのであれば，水質と潮位の相関係数はそのまま使用してよいであろう．しかし,＼海岸か
ら井戸までの伝播にはいくばくかの時間がかかると考えられる．一般に海岸距離が遠くなるほど時
間のずれは大きくなるので，潮位の伝播時間に見合っただけ遡った時刻の潮位と水質項目との相関
をとることが解析上妥当と考えられる．しかし，ここでは各井戸の伝播速度がわからなかったので，
水質測定時の潮位をそのまま用いることとした．仮に100mの海岸距離に対して海の潮位変動の影
響が及ぶまでに２時間が必要であるとすれば，海岸距離300mに対しては６時間，つまり潮汐の周
期の半分かかる計算であり，このとき，潮位と水質項目とは丿朝の干満12時間の半周期のずれによっ
て，本来正の相関があるものならば負の相関，本来負の相関がある場合には正の相関が検出できる
と考えられる．井戸によっては1/4周期伝播時間遅れが出て，相関関係が消されてしまうものもあ
るかも知れなしヽが，多くの井戸の中にはちょうど潮位の変動周期1/2周期分（６時間）ずれる位置
にあるものもあるかも知れず，その場合には水質と潮位の相関が検出できる可能性があると考えた．
調査結果
　調査結果を表１－表22に示す．
　表１は花弁（グロリオーサ）農家の三里No. 1の11.63m深さの掘抜き井戸の水質を示す.12月２
日の水位は10.30mであった（禄高0.4niを含む）．ここに，ｒは単相関係数である．７月17日の濁度
が大きいこと，10月１日のpHが大きいことと，同日のＥＣ及びＤＯが小さいことが特徴的である．
この変化のためにpHとEC, pHとＤＯとの単相関係数r=-0.66, -0.817, ECとＤＯとの単相
関係数もr =0.85と大きい. 1998年は９月24日に高知市に628.5mm, 25日に245.5㎜という未曾有の
大雨が降った（「高知豪雨」と呼ぶ). pH, :ec, doの急激な変化はこのことが原因であったと思
われる．７月17日の濁度が高かったのは，７月に入ってしばらく好天が続いた後，15日に27.00㎜の
まとまった雨があったことによるかも知れない．しばらく井戸を使用していなかったとも考えられ
る．塩分濃度はＥＣから計算しているので，相関が高いのは当然(r =0.884)である．ｐＨと潮位
　　　　　　　　　　　　　　　　表１　三里No.lの水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　､mS/cm　　NTU　　呵/1　　　℃　　　度　％　　　cm
７月17日　10 : 55
9月３日　16 : 30
1.0月１日　10 : 00
10月31日　13 : 45
11月25日　14 : 10
12月22日　14 : 40
晴れ
晴れ
晴れ
6.74　　　0.286　　　　73　　　9.55　　　20.7　　　0.00　　　131
6.75　　　0.373　　　　　1　　　9.87　　　23.3　　　0.01　　　174
r.i8　　0.199　　　　　1　　　5.74　　　23.2　　　0.00　　　　93
6.88　　0.230　　　　　0　　　6.32　　　21.7　　　0.00　　　155
6.83　　　0.242　　　　　0　　　6.50　　　16.4　　　0.00　　　112
7.14　　　0.252　　　　　0　　　5.44　　　21.2　　　0.00　　　　84
平均値
標準偏差
変動係数
6.920　　0.264　　12.500　　7.237　　21.083　　0.002　124.833
0.193　　　0.061　　29.643　　　1.956　　2.525　　0.004　　35.244
0.028　　0.230　　2.371　　　0.270　　0.120　　2.449　　0.282
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
－0.66　－0.455　　－0.817　　0.272　-0.431　　－0.786
　　　　　　0.186　　0.850　　0.230　　0.884　　0.684
　　　　　　　　　　　　0.586　－0.063　－0.190　　0.089
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.181　　　0.659　　0.715
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.430　　0.254
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.683
＊ｒ：相関係数．
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の間に負の相関(r =-0.786),またpH, EC, DO,コ塩分と潮位とり間に多少の相関が見られるレ
　表２には三里No. 2の水質を示す．グロリオーサを作っている園芸農家の掘抜き井戸である.
ＥＣは７月１日には高かったが，その後やや低下の傾向を見せている. No. 1ではpHと濁度とは
負の相関であったが, No. 2では反対に正の相関を示している．平均値で見るとNo. 2はNo. 1と
比べ，ややpHが高く，濁度が小さく，ＤＯが小さく，水温が低く，塩分濃度が濃い. No. 1より
No. 2の井戸の方が使用される頻度が高いためにこのような結果となったとも考えられる．また
No. 1において単相関が高かうたいくつかの関係が，より低い相関となっている．図4から判断す
表２ 三里No. 2の水質 (1998年)
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　mg/1　　　℃　　　度　％ cm
７月17日　11 : 20
9月３日　16:40
10月１日　　9 :50
11月２日　11 : 10
11月26日　10 : 30
12月22日　15 : 25
晴れ
晴れ
晴れ
7.02　　　0.333　　　　　1　　　6.38　　　21.4　　　0.01　　　　136
7.47　　0.262　　　　　1　　　6.58　　　21.7　　　0.01　　　　175
7.40　　0.222　　　　　2　　　7.17　　　22.0　　　0.00　　　　90
6.95　　0.262　　　　　0　　　6.29　　　21.1　　　0.01　　　　65
6.78　　0.251　　　　　0　　　7.55　　　17.5　　　0.00　　　　141
7.12　　　0.241　　　　　0　　　2.45　　　19.2　　　0.00　　　　96
平均値
標準偏差
変動係数
7.123　　0.262　　0.667　　6.070　　20.483　　0.005　117.167
0.267　　0.038　　0.816　　1.839　　1.763　　0.005　　40.435
0.037　　0.145　　1.225　　0.303　　0.086　　1.095　　0.345
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
－0.288　　0.732　　－0.035　　　0.710　　0.096　　0.214
　　　　　　－0.054　　0.108　　’ 0.192　　0.688　　0.340
　　　　　　　　　　　　　　0.402　　　0.718　　0.000　　0.135
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.181　　　0.207　　0.285
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.569　　－0.083
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.221
＊ｒ：相関係数．
表３ 三里No. 3の水質 (1998年)
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/1　　　　℃　　　度　％ cm
８月25日　　9 :45
10月２日　10 : 00
10月31日　14 : 40
11月24日　15 : 00
12月22日　14 : 20
晴れ
晴れ
晴れ
6.02　　0.422　　　　　3　　　5.28　　　99 7　　　0.01　　　　136
6.10　　0.260　　　　　3　　　5.61　　　24.4　　　0.01　　　　69
7.17　　0.082　　　　　3　　　5.85　　　20.9　　　0.00　　　　172
6.70　　0.188　　　　　0　　　5.09　　　22.4　　　0.00　　　　92
6.61　　　0.208　　　　　1　　　4.74　　　22.9　　　0.00　　　　78
平均値
標準偏差
変動係数
6.520　　0.232　　　2.000　　5.314　　　22.66　　0.004　109.400
0.472　　　0.124　　　1.414　　　0.435　　　1.25　｀　0.005　　43.437
0.072　　0.536　　0.707　　0.082　　　0.055　　　1.369　　0.397
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
-0.914　－0.270　　0.182　　－0.814　－0.891　　　0.469
　　　　　　0.256　－0.254　　　0.524　　0.800　-0.183
　　　　　　　　　　　　0.740　　0.042　　0.645　　0.468
　　　　　　　　　　　　　　　　-0.234　　0.275　　0.564
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.650　－0.840
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.145
＊ｒ：相関係数．
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，ると, No. 1とNo. 2とはほぼ同じ海岸距離であると判断されるが，ＥＣと潮位とのｒの値はNo. 1
　が0.684に対してNo. 2が0.34と大きく異なる. No. 1のＥＣと潮位との相関性は，データが少ない
　が故の見かけだけのものである可能性もある．
　表３に三里Ｎ０.3の水質を示す．ししとう，みょうが，しょﾀﾞうが，すいかを作っている施設園芸
農家の掘抜き井戸で，深さは10.66 m, 12月22日の水位は8.6mであった（禄高0.4 mを含む). 10月
のＥＣの極端な落ち込みは高知豪雨の影響であろう．ｐＨとEC, pHと塩分濃度，pHと水温との
相関が高いのも高知豪雨による影響と考えられる．濁度とＤＯとの相関係数が0.74ある．　＼
　表４に三里No. 5の水質を示す．ししとう，しょうが，みょうがを作っている農家の深さ15-16
　mの掘抜き井戸である．水質はpH，濁度，水温の値が高い．水温27.2℃（7月17日), 27.6℃（8
　月25日), 26.1℃（10月１日）はこの辺の地下水温としては非常に高い数値であり，測定条件の影
　響で本来の地下水温よりも高く計測されている可能性がある．総じてＥＣ値は低いのは，この井戸
　が他の井戸よりも山際近くに位置していることと関係があるかも知れない．ｐＨとＥＣの相関は，
No. 1 ,2√3の井戸では負の相関であったのに対し, No. 5では正の相関になっている．他の井戸で
　は普段pH値が低く，高知豪雨の影響時に高くなったのに対し, No. 5では反対に，普段pH値が
　高く，豪雨時にpH値が小さくなったことが影響していると考えられる．潮位とＥqとが負の相関
　関係にあるのは，海岸距離が300-400 inあり，潮位変動が半周期分ずれで影響していることが考え
　られる．
　表５に三里No. 7の水質を示す．ししとうを作っている農家の掘抜き井戸である．表５を見ると
高知豪雨直後の10月１日のpH, ECが低く，ＤＯ値が高く検出されている．いくら豪雨直後でも
pH 4.43という低い値はちょっと考えにくく，地下水への何らかの物質流入があったのかも知れな
い．このときのＤＯ値は井戸水の値としては非常に高く，揚水過程で空気が混入した可能性も考
えられる．潮位とpHとがr =0.849の正の相関を示しており, No. 1の潮位とpHとの負の相関
r =-0.786とは反対の関係となっている. No. 7のｐＨが，他の井戸とは異なる性格を持っている
ことを示しているのかも知れない．濁度と塩分濃度との相関がr =0.905と高いが，僅かデータ数
　　　　　　　　　　　　　　　　表４　三里No. 5の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　ing/l　　　℃　　　度　％　　　cm
７月17日　　10 : 24
8月25日　　10 : 20
10月１日　10 : 25
10月31日　　14 : 00
11月26日　11:25
12月22日　15 : 00
晴れ
晴れ
晴れ
晴れ
晴れ
7.91　　0.215　　　　2　　　5.74　　　27.2　　　0.00　　　124
7.15　　　0.109　　　　　0　　　3.88　　　27.6　　　0.00　　　123
7.20　　0.091　　　　　7　　　5.19　　　26.1　　　0.00　　　　98
7.03　　　0.081　　　0　　　5.81　　　21.7　　　0.00　　　159
7.06　　0.087　　　　1　　　6.31　　　16.7　　　0.00　　　148
7.56　　0.311　　　　　3　　　6.06　　　21.2　　　0.01　　　　89
平均値
標準偏差
変動係数
7.318　　0.149　　　2.167　　5.498　　23.417　　0.002　123.500
0.347　　0.094　　　2.639　　0.877　　4.289　　0.004　　27.209
0.047　　0.630　　　1.218　　0.159　　0.183　　2.449　　0.220
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.784　　　0.180　　0.190　　0.392　　　0.342　　-0.456
　　　　　　0.121　　　0.287　　0.050　　0.846　－0.626
　　　　　　　　　　　　0.071　　　0.229　　0.155　-0.714
　　　　　　　　　　　　　　　　-0.740　　0.314　　0.171
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.253　-0.373
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.621
＊ｒ：相関係数．
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４個の解析結果であるため，評価して=よいかどうかはわからない.=　‥し　　　　　　　し‥
　表６に三里No. 8の水質を示す．グロリオーサを作っている農家の掘抜き井戸である．工業用水
を使っているので，この井戸の水はあまり使っていないようであった．他の井戸では高知豪雨の直
後の10月１日にはＥＣ値が低くなっていたが，ここではそのような傾向は見受けられない.ＥＣ値
自体も高いレそれだけ海岸からの塩水侵入の影響が強いということかも知れない．濁度が高いこと
も，この井戸があまり使われていないことを示していると考えられる．潮の影響がある井戸でも濁
度にはほとんど影響がないからである．水温31.5℃（7月29日卜と/いうのは地下水温としては高い
ので，気温の影響を受けて暖まっていたことも考えられる．
表５ 三里No. 7の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/1　　　　℃　　　度　％ cm
７月17日　　11 : 11
8月25日　　10 : 05
10月１日　11 : 00
10月31日　13 : 35
晴れ
晴れ
晴れ
7.11　　　0.277　　　　　2　　　6.14　　　99 7　　　0.01　　　　134
6.96　　　0.312　　　　　2　　　5.47　　　23.7　　　0.01　　　　129
4.43　　　0.152　　　　　1　　　7.03　　　22.7　　　0.00　　　106
6.99　　　0.219　　　　　0　　　5.51　　　22.2　　　0.00　　　　152
平均値
標準偏差
変動係数
6.373　　　0.240　　　1.250　　6.038　　22.825　　　0.005　130.250
1.297　　0.070　　0.957　　0.729　　0.629　　0.006　　18.945
0.203　　0.290　　0.766　　0.121　　　0.028　　　1.155　　0.145
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.835　　　0.190　-0.885　　0.114　　　0.590　　0.849
　　　　　　0.646　-0.739　　　0.624　　　0.898　　0.433
　　　　　　　　　　　0.030　　0.761　　　0.905　-0.354
　　　　　　　　　　　　　　　　-0.221　　-0.368　－0.831
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.688　-0.339
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.076
＊ｒ：相関係数．
表６ 三里No. 8の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/1　　　　℃　　　度　％ cm
７月29日　　10 : 00
8月24日　　10 : 06
10月１日　10 : 35
10月29日　　10 : 29
11月24日　10 : 40
12月21日　15 : 50
晴れ
曇り
晴れ
晴れ
6.80　　0.413　　　　　3　　　4.02　　　31.5　　　0.01　　　　146
6.90　　0.439　　　　　9　　　3.04　　　25.8　　　0.01　　　　83
6.86　　0.450　　　　3　　　4.36　　　23.8　　　0.01　　　101
7.06　　0.342　　　　2　　　3.88　　　23.3　　　0.01　　　119
7.80　　0.383　　　　0　　　3.75　　　21.2　　　0.01　　　143
7.04　　0.445　　　　0　　　3.22　　　21､4　　　0.01　　　114
平均値
標準偏差
変動係数
7.077　　　0.412　　　2.833　　　3.712　　　24.50　　　0.01　117.667
0.369　　　0.042　　　3.312　　　0.498　　3.824　　　0.00　　24.200
0.052　　　0.103　　　1.169　　　0.134　　　0.156　　　0.00　　0.206
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
-0.439　-0.508　－0.070　　－0.606　　　0.00　　0.455
　　　　　　　0.313　－0.211　　　0.115　　　0.00　－0.484
　　　　　　　　　　　　-0.344　　　0.445　　　0.00　-0.683
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.213　　　0.00　　0.401
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0,00　　0.197
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.000
＊ｒ：相関係数．
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　表７に三里No. 9の水質を示すレグロリオーサを栽培している農家の深さ9.2 mの掘抜き井戸で
ある．水位は1998年12月21日で8.8mであった（禄高0.5 mを含む）．高知豪雨の後の1998年10月２
日のＥＣが高いト大雨ではＥＣが小さくなるのが普通であるから，豪雨の後，調査日までの間に潮
の影響を強く受けたと考えられる．高知地方気象台の観測では√10月７日に120mm,同14-17日に
計254.5ram, 23日には21㎜の雨があったから，10月31日のＥＣ値が低いのはその影響と考えられる．
潮位とＥＣとの相関がr =0.422と正であるのは，10月２日のＥＣ値が高かったことが影響している
と思われる．
表７ 三里No. 9の水質 (1998年)
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/l　　　　℃　　　度　％　　　㎝
８月24日　　10 : 50
10月２日　14 : 30
10月31日　　14 : 30
11月24日　15 : 20
12月21日　　15 : 03
曇り
晴れ
晴れ
晴れ
7.05　　　0.195　　　　　7　　　5.61　　　23.7　　　　　0　　　　67
6.73　　0.303　　　　　3　　　5.33　　　25.4　　　0.01　　　　150
6.52　　　0.198　　　　　0　　　5.41　　　23.0　　　　　0　　　169
6.71　　　0.200　　　　　0　　　4.63　　　21.2　　　　　0　　　　96
6.78　　0.223　　　　　0　　　5.10　　　21.2　　　　　0　　　101
平均値
標準偏差
変動係数
､6.758　　0.224　　　2.000　　　5.216　　22.900　　0.002　116.600
0.191　　　0.046　　3.082　　　0.375　　　1.780　　0.004　　41.801
0.028　　0.204　　　1.541　　　0.072　　0.078　　　2.236　　0.358
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
－0.097　　0.834　　　0.319　　　0.135　　－0.082　　-0.854
　　　　　　　0.064　　　0.098　　0.659　　　0.970　　0.422
　　　　　　　　　　　　　　0.67　　0.597　　0.181　　-0.479
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.679　　　0.170　　0.133
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.785　　0.372
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.447
＊ｒ:相関係数．
表8 浜改田No. 2の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　mS/cm　　NTU　　■ng/l　　　℃　　　度　％　　　cm
７月29日　　11 : 00
8月28日　　13 : 34
10月１日　15 : 40
10月29日　　13 : 55
11月24日　13 : 35
12月21日　10 : 55
晴れ
晴れ
7.30　　0.217　　　　　3　　　1.63　　　31.3　　　　　0　　　129
6.18　　0.237　　　　　3　　　3.95　　　31.2　　　　　0　　　106
6.81　　　0.208　　　　　0　　　4.19　　　24.7　　　　　0　　　161
7.12　　　0.245　　　　　1　　　4.66　　　21.9　　　　　0　　　147
7.30　　0.378　　　　　0　　　5.84　　　16.2　　　0.01　　　103
6.94　　0.468　　　　　0　　　5.24　　　12.2　　　0.01　　　113
平均値
標準偏差
変動係数
6.942　　　0.292　　　1.167　　　4.252　　22.917　　0.003　126.500
0.421　　　0.106　　　1.472　　　1.458　　7.785　　　0.005　　23.544
0.061　　　0.363　　　1.262　　　0.343　　0.340　　　1.549　　0.186
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.216　-0.333　　－0.020　-0.373　　　0.328　　0.146
　　　　　-0.561　　　0.659　－0.884　　0.955　－0.586
　　　　　　　　　　-0.779　　0.855　-0.614　－0.193
　　　　　　　　　　　　　　　　－0.815　　0.684　－0.261
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.867　　0.212
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.609
＊ｒ：相関係数．
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　表８に浜改田No. 2の水質を示す．小ナスを９月に植えて６月に収穫する農家の，深さ8.25 mの
打込み井戸である．表８を見ると，ＥＣ値が11月から12月にかけて上昇してきており，潮の影響が
あると考えられる.7 －10月に濁度が大きいのは，この期間には地下水を汲み上げていないのかも
知れない．水温が11月に急激に低下しているが↓気温の影響が考えられる．水温とEC値との相関
係数r=-0.884と負の相関が認められるが，11月から12月にかけてＥＣ値が上昇したことと，同
じ時期に気温の影響を受けて水温が低下したためと考えられる．ＤＯと濁度との負の相関ｒ＝
-0.779は，井戸の水はしばらく使っていないと濁り，また頻繁に汲み上げていると空気が混入し
やすいことと関係があるであろう．
　表９に浜改田No. 3の水質を示す．井戸の種類は打込み井戸で深さは8.25mくらいであるレ1998
年10月１日の高知豪雨の後でもＥＣの値が0.307mS/ｃｍと高めである．この浜改田地域は北に後川
放水路などがあり，豪雨が北方の国分川，舟人川周辺に集中したため，豪雨の影響が少なかったの
ではないかと考えられる．この井戸の位置は浜改田No. 2. No. 4などに比べてやや内陸に寄って
おり，浜改田No. 2よりもＥＣ値が高いというのは考えにくい．降雨量が少なくなり地下水位が低
下して，より一層潮の影響を受けると考えられるｎ月（この年11月の高知の月降水量は16mm), 12
月（同13.5nini)になってもそれほどＥＣ値が上昇していないのもよくわからない．９月（同1,355mm),
10月（同445㎜）の降雨量の影響が残っているのかも知れないが，奇妙に思われる．あるいはあま
り使われていないために，井戸水の水質が本来の地下水のものとはかけ離れてきているのかも知れ
ない.ＥＣとＤＯとの相関係数がr =-0.884と高い.10月１日のＥＣ値が高いことと，11月24日の
ＥＣ値が低かったことが関係していると考えられる．
　表10に浜改田No. 4の水質を示す．小ナス農家の打込み井戸である．ここでも10月１日のＥＣ値
が0.319 mS/cmと高めである.12月の地下水位低下時期のＥＣ値が高めである．水温は安定してい
る.ECと水温とのｒ＝－0.786であるが，10月１日を除いて，水温がやや高めの8 －11月のＥＣ値
が低かったことが関係していると思われる．
　表11に浜改田No. 5の水質を示す．小ナスを中心に，年によってピーマン，きゅうりも栽培する．
　　　　　　　　　　　　　　　表９　浜改田No. 3の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　mg/1　　　℃　　　　％ cm
７月17日　14 : 43
8月26日　　13 : 45
10月１日　16 : 05
10月29日　14 : 20
11月24日　14 : 05
12月21日　11:30
晴れ
晴れ
6.53　　0.234　　　　　4　　　4.16　　　22.8　　　0.00　　　115
5.88　　0.225　　　　　3　　　3.93　　　23.0　　　0.00　　　　66
6.73　　　0.307　　　　　4　　　3.46　　　24.7　　　0.01　　　　157
6.88　　0.213　　　　　0　　　4.24　　　21.2　　　0.00　　　144
6.82　　　0.207　　　　　0　　　4.46　　　15.8　　　0.00　　　101
6.71　　　0.232　　　　　0　　　3.84　　　18.7　　　0.00　　　103
平均値
標準偏差
変動係数
6.592　　　0.236　　　1.833　　4.015　　21.033　　0.002　114.333
0.368　　0.036　　2.041　　　0.351　　　3.265　　0.004　　32.691
0.056　　0.153　　　1.113　　　0.087　　0.155　　2.449　　0.286
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.061　　－0.486　　　0.187　－0.403　　0.184　　0.738
　　　　　0.648　－0.884　　0.664　　0.956　　0.559
　　　　　　　　　　-0.529　　0.829　　0.520　　0.085
　　　　　　　　　　　　　　　－0.669　-0.775　-0.292
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.550　　0.307
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.639
＊ｒ：相関係数．
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近年地下水位が下がってきたと農家は言う.ＥＣの値が特に８月－10月にかけて高い．それだけか
んがいに多くの揚水をしているということであろうか．この期間ＤＯ値も高いので，ＥＣとＤＯ／と
の間にはr =0.823の正の相関がある．他の浜改田の井戸と同様，ここでも９月の豪雨の影響は10
月のＥＣ値には現れていない．水温の変動は大きいので，気温の影響があると考えられる．ＤＯ=と
潮位との相関がr =0.804と高い．
　表12に浜改田No. 6の水質を示す．生活用に外で使っている水である.10月２日のEC値は0.229
　　　　　　　　　　　　　　　表10　浜改田No. 4の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/1　　　　℃　　　度　％ cm
７月17日　　14 : 21
8月26日　　13 : 34
10月１日　15 : 55
10月29日　14 : 05
11月24日　13 : 55
12月21日　11:45
晴れ
晴れ
7.54　　0.319　　　　　2　　　6.33　　　20.5　　　0.01　　　　119
6.62　　　0.293　　　　20　　　6.09　　　21.5　　　0.01　　　　70
6.71　　　0.319　　　　　4　　　3.41　　　21.7　　　0.01　　　158
7.45　　　0.276　　　　　0　　　5.16　　　21.5　　　0.00　　　146
6.86　　0.292　　　　　1　　　3.80　　　21.1　　　0.00　　　107
7.26　　0.361　　　　　0　　　5.85　　　19.8　　　0.01　　　　99
平均値
標準偏差
変動係数
7.073　　0.310　　　4.50　　5.107　　2i.oir　　0.007　116.500
0.394　　0.030　　　7.74　　1.233　　0.733　　0.005　　32.117
0.056　　0.097　　　1.72　　0.242　　0.035　　0.775　　0.276
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.155　-0.642　　　0.485　-0.534　　-0.160　　0.269
　　　　　-0.261　　　0.208　－0.786　　0.669　-0.111
　　　　　　　　　　　0.294　　0.404　　　0.400　－0.618
　　　　　　　　　　　　　　　　-0.509　　　0.394　　-0.566
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.299　　0.334
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.241
＊ｒ:相関係数．
表11 浜改田No ５の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/1　　　　℃　　　度　％ cm
７月17日　　15 : 10
8月26日　　15 : 05
10月１日　13 : 20
10月29日　14 : 40
11月24日　　16 : 00
12月21日　13 : 45
晴れ
晴れ
6.84　　0.284　　　　2　　　3.84　　　25.5　　　0.01　　　110
6.46　　0.368　　　　　0　　　4.01　　　26.3　　　0.01　　　　75
6.71　　　0.480　　　　　0　　　5.76　　　25.7　　　0.02　　　　129
7.05　　　0.353　　　　　0　　　5.10　　　22.6　　　0.01　　　　142
6.76　　0.312　　　　　0　　　4.41　　　20.5　　　0.01　　　　104
6.94　　0.282　　　　　0　　　2.79　　　18.8　　　0.01　　　　78
平均値
標準偏差
変動係数
6.793　　0.347　　0.333　　4.318　　23.233　　0.012　106.333
0.204　　　0.074　　0.816　　　1.035　　3.103　　　0.004　　26.793
0.030　　0.214　　2.449　　0.240　　0.134　　　0.350　　0.252
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
-0.367　　0.112　　－0.063　-0.582　　－0.200　　0.504
　　　　　-0.412　　0.823　　0.546　　0.881　　0.428
　　　　　　　　　　-0.226　　0.358　－0.200　　0.067
　　　　　　　　　　　　　　　　　0.470　　0.682　　0.804
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.389　　0.186
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.414
＊ｒ：相関係数．
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と比較的小さいが，10月31日のそれは0.393と大きい．７月17日，8月28日，10月２日の水温26,9℃，
29.8℃, 26.0℃は高すぎると思われ，気温が影響していると考えちれる．ｐＨとＤＯに負の相関ｒ＝
-0.844が見られるが，データ数が少ないことと，10月２日のＤＯが9mg/lと大きすぎると考えら
れることから√ここでは結果を述べるにとどめておきたい．水温はＥＣ，ＤＯと負の相関ｒ＝
-0.847, r=-0.791がある.ＥＣとの柑関はＥＣ値が10月３日に大きかったことを反映しており，
ＤＯは10月２日，31日の値がそれぞれ９ mg/l. 8.74mg/lと大きかったためと考えられる．もっとも
飽和溶存酸素量は水温が高くなると小さくなるので，この結果は怪しむに足りないが，揚水時に水
中に空気が溶け込んだ可能性は否定できないと思われる．水温と潮位との間にはr =-0.918の顕
表12 浜改田No ６の水質 (1998年)
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/1　　　　℃　　　度　％ cm
７月17日　15 : 30
8月28日　15 : 20
10月２日
10月31日
晴れ
6.80　　　0.207　　　　　0　　　4.24　　　26.9　　　　　0　　　　129
6.63　　　0.210　　　　　0　　　4.00　　　29.8　　　　　0　　　　81
6.50　　　0.229　　　　　0　　　9.00　　　26.0　　　　　0　　　　137
6.52　　　0.393　　　　　0　　　8.74　　　23.0　　　0.01　　　　146
平均値
標準偏差
変動係数
6.613　　　0.260　　　　　0　　6.495　　26.425　　0.003　123.250
0.137　　　0.089　　　　　0　　　2.746　　2.800　　0､005　　29.010
0.021　　　0.344　　　　0　　0.423　　0.106　　2.000　　0.235
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
-0.533　　　　　0　　-0.844　　0.444　-0.449　-0.277
　　　　　　　　　0　　0.632　　-0.847　　0.994　　　0.567
　　　　　　　　　　　　0.000　　0.000　　0.000　　0.000
　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.791　　　0.545　　　0.745
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.815　　－0.918
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.523
＊ｒ：相関係数．
表13 浜改田No. 7の水質(1998年）
測定日　　時刻 天気 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/1　　　　℃　　　　％ cm
７月17日　　15 : 50
8月28日　14 : 40
10月２日　13 : 40
10月31日　13 : 10
11月24日　14 : 20
12月21日　13 : 15
晴れ
晴れ
6.77　　　0.207　　　　0.0　　　4.80　　　25.5　　　　　0　　　　123
　6.5　　　0.207　　　　0.0　　　4.75　　　19.9　　　　　0　　　　82
6.96　　　0.196　　　　0.0　　　4.48　　　20,2　　　　　0　　　　141
6.41　　　0.196　　　　1.0　　　3.94　　　19.7　　　　　0　　　　142
6.74　　　0.198　　　　2.0　　　3.87　　　18.5　　　　　0　　　　101
6.89　　　0.188　　　　1.5　　　3.46　　　18.5　　　　　0　　　　82
平均値
標準偏差
変動係数
6.712　　　0.199　　0.750　　4.217　　20.383　　　　　0　111.833
0.216　　0.007　　0.880　　0.541　　　2.608　　　　　0　　27.506
0.032　　　0.037　　　1.174　　　0.128　　0.128　　　　　0　　0.246
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
-0.387　　0.024　　-0.128　　0.061　　　0.000　　－0.017
　　　　　　-0.621　　　0.892　　　0.653　　0.000　　　0.012
　　　　　　　　　　　‘－0.884　　-0.634　　　0.000　-0.299
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.701　　　0.000　　0.219
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.000　　0.341
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.000
＊ｒ：相関係数．
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著な負の相関が見られる．８月28日の水温が高いことが関係していると思われる．　　ｊ　　　……
　表13に浜改田Ｎ６; ７の水質を示す。ＥＣ，ＤＯそして７月17日以外め水温データが安定していて
値自体も信頼性が高いと見られることが特徴である.＼従うてＥＣとＤＯとの相関係数r =0.892も
意味があると思われる．ただ，ＥＣとＤＯとの間に直接的関係はあまり考光られないからご降雨量
や地下水位を介した間接的関係であろうと考えられる.犬i朝の影響は潮位と他め項目=との相関がいず
れも低いこと√海岸距離が大きヤことから,十ほとんどないど推定岑れる.ト濁一度とＤＯとの負の柑
　　　　　　　し　ﾄ．　表14　三里ｓ １の水質(1999年）　　ｌ　　．･　　　　　　　　　　：
測定日　　時刻 pH　　　EC　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位　　　水位
　　　　mS/cm　　mg/l　　　　℃　　　度　％　　　cm　　　　m
５月22日　17 : 30
7月10日　　17 : 45
9月２日　16 : 40
10月７日　14 : 00
11月４日　13 : 30
12月４日　17 : 00
5.93　　0.302　　　1.29　　　21.3　　　0.01　　　　39　　　8.75
6.84　　0.226　　　1.96　　　99 9　　　0.00　　　172　　　8.48
7.02　　　0.186　　　4.85　　　23.0　　　0.00　　　102　　　8.40
6.62　　0.268　　　4.78　　　23.2　　　0.01　　　124　　　8.55
6.83　　0.256　　　5.35　　　22.3　　　0.00　　　130　　8.55
6.47　　0.247　　　4.96　　　22.0　　　0.00　　　144　　　8､79
平均値
標準偏差
変動係数
　6.618　　0.248　　3.865　　22.333　　0.003　118.500　　8.587
、0.388　　0.039　　　1.759　　0.692　　　0.005　　45.316　　0.153
　0.059　　0.159　　0.455　　0.031　　　1.549　　0.382　　　0.018
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
潮位とのｒ
－0.855　　　0.557　　0.741　　-0.686　　0.667　－0.840
　　　　　　－0.374　　-0.566　　0.740　－0.480　　0.717
　　　　　　　　　　　　　0.649　-0.365　　0.343　－0.198
　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.093　　　0.382　　-0.713
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.632　　　0.321
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.319
＊水位：地表面から地下水面までの距離，ｒ：相関係数．
　　　　　　　　　　　　　　表15　浜改田ｓ１の水質(1999年）
測定日　　時刻 pH　　　EC　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位　　　水位
　　　　mS/cm　　mg/l　　　℃　　　度　％　　　cm　　　　m
５月22日･　17 : 00
7月10日　　16 : 45
9月２日，16 : 15
10月７日　13 : 35
11月４日　11 : 30
12月４日　16 : 00
5.94　　0.212　　　0.95　　　19.6　　　　　0　　　40.0　　　8.30
6.74　　0.212　　　0.86　　　19.9　　　　　0　　　181.5　　8.28
6.78　　0.195　　　0.76　　　19.8　　　　　0　　　100.0　　　8.10
6.25　　　0.187　　　0.67　　　19.9　　　　　0　　　109.4　　　8.09
6.82　　　0.183　　　1.07　　　19.4　　　　　0　　　79.0　　　8.17
6.12　　　0.181　　　0.91　　　19.4　　　　　0　　　155.0　　　8.29
平均値
標準偏差
変動係数
6.442　　　0.195　　　0.870　　19.667　　　　　0　110.817　　8.205
0.384　　　0.014　　0.142　　　0.234　　　　　0　　51.175　　　0.097
0.060　　0.072　　　0.163　　0.012　　　　　0　　0.462　　　0.012
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
潮位とのｒ
－0.073　　　0.076　　0.197　　　　　0　　0.274　-0.425
　　　　　　－0.017　　0.482　　　　　0　－0.064　　0.446
　　　　　　　　　　　－0.804　　　　　0　-0.262　　0.549
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　0.270　－0.380
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.000　　0.000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.191
＊水位：地表面から地下水面までの距離，ｒ：相関係数．
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関もr =-0.884と高いが，濁度はしばら∧く揚水していないと･き,しあるいは大雨の直後め数日間に
大きくなることが考えられるので，データ数が少ないこと/に=よる偶然的な相関であるか,万あるいは
秋から冬にかけてはあまり揚水しなくなる/というような季節的事象と結びういてのごとかと思われ
る.I　　　　　　　　　　　ト　　　　　十　．･･･．．．･．･．･　　・．　　．･･．　･･　･．　　　　　　．････　・．　・．･･．．　．・
　表14に三里si (1999年の三里Ｎ０.9）の水質を示す。p耳は春～夏にかけて上昇している. EC
は反対に７月＼から９月に低くなってい芯．当然jpUとＥＣとは負の相関(r =-0.855)となるレ水
温，水位は夏季に上昇し，lpHとの相関はそれぞれr =0.741, r = -0.84を示している。ＤＯの値
は５，７月に小さく,/9 －12月に大きくなっているが，水温がそれほど変動していないことでもあ
り，原因はよくわからないレ＼　　　レレ　･･･．･．･･･　　．．　．・　･．．･　　　　　　　　　･･
　表15に浜改田吋の水質を示す．水質項目は安定的で大きな季節変化は認められない。ＤＯと水
温との相関係数がr=-0.804あるほかは目立づた相関揉見ちれない．潮位と相関のある水質項目
も見られない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　△　　　　　　十
　表16叫浜改田Ｓ↓の水質を示す．ｐＨには一種り季節変動が見られるぐECは全体と七了値が小さ
いが，特に９月は小さい．ＤＯにも季節変動らしきものが見程れる．特に水位との相関係数がｒ＝
O｡885と高い．この掘抜き井戸は水温の季節変動が大きい．水温の季節変動はＥＣとはぽとんど反
対であり√r =-0.826を示しでいる．ダ　　　し　ヶ　　し　十　　　ト　　　　　∇　　十　ダ
　表17には浜改田s3 (1999年のNo. 4)の打込み井戸の水質を示すレ浜改田Ｓ２との違いjはＥＣと
ＤＯが大きトく，塩がＳ２よﾉりも多く入９てyヽることである/=共通しているのはpHの季節変勤め傾
向が似ていることと，ＥＣしと水温とのｒ＝万一0.863と大きいことである．　　　．･･･・．．　　･･
　表18には浜改田s4 (1999年のNo. 2)の打込み井戸の水質を示す．浜改田Ｓ３よjりもＥＣの値が
小さいこと，７月10日の水温が27.6℃と大きいこと=（これは気温の影響ﾉと思われる），このためも
あってかＥＣと水温との相関係数がr=-0.53と小さくなってしまってjいること，水温と潮位との
相関がr =0.771とやや高いことが特徴である．７月:10日の水温が高いために√水温がちみの相関
はあまり精度がよくないかも知れない．　　　　　　　　丿　　　　　　　　　ト
表16　浜改田i;2の水質(1999年）
測定日　　時刻 pH　　　EC　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位　　　水位
　　　　　mS/cm　　mg/1　　　℃　　　度　％　　　cm　　　　m
5月22日　　16 : 40
7月10日　16 : 30
9月２日　16 : 00
10月７日　13 : 20
11月４日　11 : 15
12月４日　15 : 40
5.92　　0.203　　　1.27　　　17.8　　　　0　　　44.0　　　4.68
6.92　　0.155　　　0.72　　　21.0　　　　0　　182.0　　　4.55
6.84　　0.119　　　0.84　　　24.7　　　　0　　　99.0　　　4.55
6.38　　0.133　　　0.44　　　24.7　　　　0　　100.7　　　4.60
6.89　　0.156　　　0.79　　　21.3　　　　0　　　73.5　　　4.64
6.70　　0.148　　　3.28　　　18.6　　　　0　　154.0　　　4.79
平均値
標準偏差
変動係数
6.608　　0.152　　　1.223　　21.35　　　　　0　108.867　　4.635
0.391　　　0.029　　　1.042　　　2､924　　　　　0　　51.006　　0.091
0.059　　0.188　　0.852　　0.137　　　　　0　　0.469　　0.020
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
潮位とのｒ
－0.657　－0.016　　0.364　　　0.00　　0.614　　－0.300
　　　　　　　0.124　　-0.826　　　0.00　－0.402　　0.376
　　　　　　　　　　　　－0.626　　　0.00　　0.295　　0.885
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.00　　0.029　　－0.718
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　0.000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.051
＊水位：地表面から地下水面までの距離，ｒ：相関係数．
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表17 浜改田ｓ３の水質(1999年）
測定日　　時刻 pH　　　EC　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　mS/cm　　mg/1　　　　℃　　　度　％　　　cm
５月22日　　16 : 20
7月10日　　16 : 20
9月２日　15 : 30
10月７日　13 : 11
11月４日　11 : 05
12月４日　15 : 30
5.82　　　0.457　　　1.63　　　19.2　　　0.01　　　48.0
6.94　　0.436　　　0.72　　　19.9　　　0.01　　　182.3
6.94　　0.238　　　3.34　　　23.8　　　0.00　　　102.0
6.50　　0.274　　ヽ7.36　　　21.3　　　0.01　　　95.4
6.93　　0.309　　　5.23　　　20.7　　　0.01　　　69.8
6.14　　0.314　　　5.25　　　20.7　　　0､01　　　154.0
平均値
標準偏差
変動係数
6.545　　0.338　　3.922　　20.933　　0.008　108.583
0.480　　0.089　　　2.496　　　1､583　　0.004　　50.771
0､073　　0.262　　　0.636　　0.076　　0.490　　0.468
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
－0.403　　－0.004　　0.518　－0.403　　0.309
　　　　　　-0.740　－0.863　　0.553　　0.069
　　　　　　　　　　　　0.317　　0.114　－0.204
　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.887　　0.009
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.064
＊ｒ：相関係数．
表18 浜改田ｓ４の水質(1999年）
測定日　　時刻 pH　　　EC　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　mg/1　　　　℃　　　度　％　　　cm
５月22日　　16 : 00
7月10日　　16 : 00
9月２日　15 : 15
10月７日　12 : 50
11月４日　10 : 50
12月４日　15 : 10
6.34　　0.300　　　2.12　　　19.7　　　0.01　　　52.0
6.77　　0.278　　　0.24　　　27.6　　　0.01　　　183.0
6.89　　0.287　　　5.13　　　23.9　　　0.01　　　103.5
6.55　　0.321　　　6.87　　　22.4　　　0.01　　　84.1
6.75　　　0.314　　　7.15　　　21.5　　　0.01　　　66.0
5.83　　0.283　　　7.13　　　21.6　　　0.01　　　153.0
平均値
標準偏差
変動係数
6.522　　0.297　　4.773　　22.783　　0.01　106.933
0.390　　0.017　　2.943　　2.726　　　0.00　　51.254
0.060　　0.059　　0.617　　0.120　　　0.00　　0.479
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.155　　-0.268　　0.504　　　0.00　－0.142
　　　　　0.514　－0.530　　　0.00　－0.773
　　　　　　　　　　－O｡496　　　0.00　-0.314
　　　　　　　　　　　　　　　　　0.00　　0.771
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.000
＊ｒ：相関係数．
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　表19, 20に1998年の三里地区と浜改田地区の井戸の統計結果をまとめて示す. pH,濁度, DO,
水温は少し三里が高く，ＥＣは少し浜改田が大きい．濁度がより小さいという点から判断すると，
浜改田の井戸の方がフルに使われている井戸が多いような感じがする．あるいはそういう井戸を選
定したということであろうか．多くの井戸を一緒に平均してまとめたため，相関関係としては特徴
的なことは浮かんでこなかった．
　表21, 22に1999年の浜改田s3, s4の打込み井戸と，三里・浜改田の掘抜き井戸の平均水質を示
す．ｐＨは５月には値が小さく，7 －11月には大きく，12月には再び小さくなる．これは地下水位
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表19　三里の調査井戸の平均水質 (1998年, n=38)
測定日 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位　　データ数
　　　　mS/cm　　NTU　　ing/1　　　℃　　　度　％ cm　　　　　n
7 /17, 7/29
8/24-9 /3
10/ 1 ，2
10/29－11/ 2
11/24-26
12/21-22
7.12　　　0.305　　　16.20　　6.366　　24.70　　0.006　　　134.2　　　　　5
6.90　　　0.302　　　3.29　　　5.676　　24.07　　0.007　　　126.7　　　　　7
6.55　　　0.240　　　2.86　　5.775　　23.94　　　0.004　　　101.0　　　　　7
6.94　　　0.202　　　0.71　　　5.580　　22.00　　0.003　　　141.5　　　　　7
6.98　　0.225　　　0.17　　5.640　　19.23　　0.002　　122.0　　　　6
7､04　　0.280　　　0.67　　4.500　　21.18　　0.003　　　93.7　　　　6
平均値
標準偏差
変動係数
6.91　　　0.257　　　3.530　　5.580　　22.530　　0.004　119.700
0.55　　　0.100　　11.770　　　1.510　　2.850　　　0.005　　32.000
0.08　　0.399　　3.338　　0.271　　　0.126　　　1.188　　0.268
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.027　-0.044　　-0.168　－0.004　　　0.058　　0.093
　　　　　　0.078　-0.186　　0.195　　　0.780　－0.022
　　　　　　　　　　　　0.403　　－0.022　　－0.094　　　0.008
　　　　　　　　　　　　　　　　-0.293　－0.141　　　0.288
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.269　-0.043
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.080
＊ｎ：データ数．ｒ：相関係数．
表20　浜改田の調査井戸の平均水質(1998年， n=34)
測定日 pH　　　EC　　　濁度　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位　　データ数
　　　　　mS/cm　　NTU　　　mg/l　　　　℃　　　度　％ cm　　　　n
7 /17, 7/29
8/26,8/28
10/ 1 ,10/ 2
10/29,10/31
11/24
12/21
6.96　　　0.245　　　1.83　　　4.17　　　25.42　　　0.003　　　120.8　　　　　6
6.38　　0.257　　　4.33　　　4.46　　25.28　　0.003　　　80.0　　　　　6
6.74　　　0.289　　　1.33　　　5.05　　23.83　　　0.006　　　147.2　　　　　6
6.91　　　0.279　　　0.33　　　5.31　　　21.65　　　0.003　　　144.5　　　　　6
6.90　　　0.277　　　0.60　　　4.48　　　18.42　　　0.004　　　103.2　　　　　5
6.95　　　0.306　　　0.30　　　4.24　　　17.60　　0.006　　　95.0　　　　　5
平均値
標準偏差
変動係数
6.80　　　0.275　　　1.520　　4.630　　22.270　　0.004　116.100
0.34　　　0.079　　　3.540　　　1.440　　4.200　　0.006　　27.400
0.05　　　0.286　　　2.339　　0.311　　　0.189　　　1.271　　　0.236
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
濁度とのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
0.203　-0.169　　0.012　　-0.266　　0.178　　0.284
　　　　　－0.021　　　0.385　－0.200　　0.877　　0.043
　　　　　　　　　　　　0.010　　0.073　　　0.141　　-0.242
　　　　　　　　　　　　　　　　-0.124　　　0.269　　0.153
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.12　　0.141
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－0.018
＊ｎ：データ数．ｒ：相関係数．
の変動あるいは降雨量と関係がある可能性がある．打込み井戸，掘抜き井戸ともに10月７日よりも
11月４日の方が値が大きいのは，10月上旬にはたいした降雨量はなかったのに対し，11月１日には
109.5 の降雨があり（表24参照），これが影響して11月４日のpHが高くなったと考えられる. EC
の動きは降雨量からはうまく説明できない．降雨量が多いほどＥＣ値が小さくなるとしたら↓11月
４日めＥＣはもっと小さくてもよいように思われるからである.ＥＣは１回きりの降雨量よりも，
ある程度の期間の累加降雨量の方に反応しているのかも知れない．ＤＯは５＝７月に値が小さい．
施設園芸用地下水の水質に関する研究（小川・紙井）
表21　浜改田の打込み井戸(s3,s4)の水質(1999年。n=12)
測定日 pH　　　EC　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位
　　　　　mS/cm　　lag/l　　　℃　　　度　％　　　cm
５月22日
７月10日
９月２日
10月７日
11月４日
12月４日
6.08　　0.379　　　1.880　　　19.50　　0.010　　　50.0
6.89　　　0.357　　　0.480　　　23.80　　0.010　　182.7
6.92　　　0.263　　4.235　　　23.85　　0.005　　　102.8
6.53　　　0.298　　　7.115　　　21.85　　　0.010　　　89.8
6.84　　　0.312　　　6.190　　21.10　　0.010　　　67.9
5.95　　　0.299　　6.190　　　21.20　　0.010　　　153.5
平均値
標準偏差
変動係数
6.533　　　0.318　　4.348　　21.858　　0.009　107.758
0.417　　　0.065　　　2.639　　　2.335　　　0.003　　48.647
0.064　　　0.203　　　0.607　　0.107　　0.315　　0.451
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
－0.262　　-0.134　　　0.422　　－0.307　　0.106
　　　　　　－0.422　　－0.578　　0.388　－0.050
　　　　　　　　　　　　－0.132　　0.120　-0.262
　　　　　　　　　　　　　　　　　－O､262　　　0.000
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.037、
　＊ｎ：データ数．ｒ：相関係数．
表22　三里・浜改田の掘抜き井戸（三里Ｓ１，浜改田sl,s2)の水質(1999年, n=18)
測定日 pH　　　EC　　　DO　　　水温　　塩分濃度　　潮位　　　水位
　　　　mS/cm　　mg/1　　　　℃　　　度　％　　　cm　　　　m
５月22日
７月10日
９月２日
10月７日
11月４日
12月４日
5.93　　　0.239　　　1.17　　　19.57　　0.003　　　41.0　　　7.24
6.83　　　0.198　　　1.18　　　21.03　　0.000　　　178.5　　　7.10
6.88　　0.167　　　2.15　　　22.50　　0.000　　　100.3　　　7.02
6.42　　　0.196　　　1.96　　　22.60　　0.003　　　111.4　　　7.08
6.85　　0.198　　　2.40　　　21.00　　0.000　　　94.2　　　7.12
6.43　　0.192　　　3.05　　　20.00　　0.000　　　151.0　　　7.29
平均値
標準偏差
変動係数
6.556　　0.198　　　1.986　　21.117　　0.001　112.728　　　7.142
0.374　　0.049　　　1.768　　　1.989　　0.003　　46.451　　　1.835
0.057　　0.245　　0.890　　　0.094　　2.910　　0.412　　0.257
pHとのｒ
ＥＣとのｒ
ＤＯとのｒ
水温とのｒ
塩分とのｒ
潮位とのｒ
-0.316　　0.278　　　0.371　　-0.274　　0.505　　－0.117
　　　　　　0.464　　-0.055　　0.650　-0.121　　　0.744
　　　　　　　　　　　0.278　　0.216　　0.216　　0.378
　　　　　　　　　　　　　　　　0.207　　0.096　－0.058
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-0.245　　0.299
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.061
＊ｎ：データ数．ｒ：相関係数．
37
５－７月の月降雨量が大きいことと関係があるのかも知れない．水温が最高になるのは，打込み井
戸では９月，掘抜き井戸では10月である．河川表流水の水温のピークは９月頃であるから，地下水
も似たような気温ピークからの遅れを持つものと思われる．水温はわずかに打込み井戸の方が高い
が，掘抜き井戸よりも打込み井戸の方が揚水パイプからの流出を経る分だけ，気温の影響を受ける
チャンスが大きいためかも知れない．打込み井戸の方が掘抜き井戸よりもＥＣ，ＤＯが大きい．掘
抜き井戸の方がｐＨと潮位，ＥＣと塩分濃度との相関が高い．またＥＣとＤＯとの相関係数が，打
込み井戸では負の相関であるのに対し，掘抜き井戸では正の相関となっている．水温とＤＯとの
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関係は水温が高くなるほど溶存可能ＤＯ値は小さくなることから，水温が高くなる夏季には, DO
が小さくなってもおかしくない．一方ＥＣは夏季の降雨量が大きいので，低下する傾向がある=，と
考えると，ＥＣとＤＯとはともに夏季に小さくなる傾向があり，正の相関があってもおかしぐはな
いであろう．
考察と結論
　高知市三里地区の７井戸と南国市浜改田の８井戸の水質を1998年５月から1999年12月にかけて調
査した結果を報告した．各井戸ごとの水質項目，潮位水位間の単回帰分析を行った結果，いろいろ
と顕著な相関係数が得られた．ただし，ここでの調査データのサンプル数はいずれも４－６個と少
なく，統計的に意味を持たせるにはほど遠い．水質値め動きが季節変動や降雨の影響を受けて，偶
然に相関係数が高くなったと思われるものが多く，ここで得られた相関係数から，即座に項目間の
相関を推定するのはかなり危険である．それでも多くの井戸を横並びに見ていくと，おおむね次の
ようなことが言える.
　(1) 1998年の調査結果では，全体として三里と浜改田の水質項目間には顕著な差異はない. pH
　　の値が三里が浜改田よりもわずかに高く，ＥＣの値は反対に浜改田の方が三里よりもわずかに
　　高い．これは三里はかって塩水混入のために工業用水道の導入を行った事実からすると不思議
　　な気もするが，工業用水の導入と養鰻の衰退によって塩水化が止まっていると判断される.
　(2) 1999年調査の結果では(表21,22),井戸のタイプ別では，打込み井戸の方が掘抜き井戸より
　　もＥＣ値が小さい．これはＥＣ値が小さい三里の井戸が掘抜き井戸であることと，浜改田の掘
　　抜き井戸が若干内陸部に寄っていることが関係していると思われる.
　(3) 1998年の調査では，三里めｐＨと＼ＥＣとの間には正または負の高い相関が出ることが多かっ
　　た．これは９月24－25日にかけての豪雨と関係があると思われる．逆に浜改田においては地形
　　のためと豪雨の中心地域から遠く隔たっていたため，豪雨の影響がほとんど見られなかったこ
　　とから，関係があまりないという結果になったと思われる．すなわち，豪雨による雨水の地下
　　水への侵入によって，地域によっては地下水の水質が大きく変動することがあるということが
　　わかる. 1999年の結果でもpHとECとは負の相関が出ている(表21,22).これは降雨がある
　　とpHが7.0に近づき，またＥＣ値が低くなる傾向があることiと関係があると考えられる. 1999
　　年の調査では降雨が少ないときにはpH値は小さくなった．ただし, 1998年の調査ではその傾
　　向は明らかではない.
　(4) 12月のＤＯ値が低くなった井戸が, 1998年の調査では三里No. 1, No. 2, No. 3, No. 8,
　　浜改田No. 5, No. 7と多い．逆に少数だが12月にＤＯが上昇した井戸もある(浜改田No. 4,
　　同No. 6). 1998年の調査ではNo. 3, 1999年では三里ｓ１，浜改田s3,s4において9 －12月
　　のＤＯ値が高くなっている.
　(5)水温については1998年の調査では11月25√26日の調査時において急降下している井戸が多い
　　(三里No. 1, No. 2, No. 5, No. 8,浜改田No. 2, No. 3, No. 5, No. 7).このうち浜改
　　田No. 2などは12月にも引き続いて水温が下降しているから，気温などの影響と考えてもよい
　　であろうが，12月に比べても11月の水温が低いものについては，それでは説明かつかない．表
　　23を見ても, 1998年には大した降雨はなかったのであるから=，降雨に原因を求めるのも無理で
　　あろう.12月は11月よりも降雨量が少なく，従って地下水位も低下したと見られることから，
　　地下水位に理由を求めることもできにくい．もう少し調査データを積み上げる必要があろう.
　(6)pHとＥＣの相関にはｒが負のもの(三里No. 1, No. 2 , No. 3 , No. 8 , si.浜改田No.
????????
??
??
?
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????
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表23　1998年の地域気象観測降水量（アメダス，高知，回）
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11月
????????????????????????????????????????????????????
17
12月
? ? ?
14
39
5, 6, 7, si, s2, s3)と正のもの（三里No. 5, No. 7,浜改田No. 4, s4)がある．後
　者となるのは大体春・冬季になってもpHが下降しなかったタイプめ井戸である.
(7) pHとＤＯとの相関が高か,つたのは三里No. 1, No. 7,浜改田No. 6で，春季または冬季
　にＤＯ値が高かった井戸が多い，　　　　　▽
(8) pHと水温とが顕著な相関を示すものはr=0.71の三里No. 2と, r =-0.814の三里No. 3,
　r =0.741の三里乱くらいである. pH,水温ともに若干夏季に上昇するのが一般と考えると，
　三里Ｎ０.3のようにｒが負値となるのはむしろ珍しいと考えられる.
（9）pHと潮位とIの相関は, r =-0.786の三里No. 1, r =0.849の三里No. 7, r =0.738の浜改
　田No. 3, r =-0.854, r=-0.84の三里Ｎ０.9（三里ｓ１）が大きい．つまりpHと潮の変動
とが関係がある可能性がある．しかし，海岸距離が三里No. 1 , No. 7 , No. 9は同じくらい
　と考えられるので，よほど大きな透水係数の違いでもない限り，ｒの符号が正負ともにあると
40
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表24　1999年の地域気象観測降水量（アメダス，高知，・ｍ）
　3月　　4月　　5月　1　6月　　７月　　万8月・　9月
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16.5
　　0
57.5
25.5
???????????????????
??
?
??
?
??
?
?
?
??????
?? ??????????????????????
??
??
?
??
?????? ）? ???????????????????????? ?????? ???????
??
???
837 494 345
10月
-
　0
25.5
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??
133.5
11月
一
109.5
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?????????? ?????? ?????????
242.5
12月
? ? ??
8.5
　いうのはちょっと考えにくい．三里No. 1 , No. 7 , No. 9のＥＣと潮位との相関がｒ＝
　0.684, r =0.433, r =0.422とそれほど高くない点からも，これらの相関は実際そうであると
　いうよりも，見かけ上のものに過ぎない可能性があると考えられる．
叫　ＥＣとＤＯとの相関が高いのは三里No. 1 (r=0.85). No. 7 (r = -0.739),浜改田No. 3
　(r =-0.884), No. 5 (r =0.823), No. 7 (r =0.892), s3 (r = -0.74)である. No. 1と
　No. 7の海岸距離がそれほど違わないにもかかわらず，相関係数の符号が正負に分かれるのは
　気になるところである．
剛ＥＣと水温との相関が高いのは浜改田No. 2『ｒ』-0.884),同,Ｎ０.4（ｒ＝－0.786），同Ｎ０.
　6 (r =-0.847),同s2 (r =-0.826),同s3 (r =-0.863)である．これは夏季の高温と
　多雨により，水温上昇とＥＣの低下が起こると考えると理解しやすい．相関が高い井戸は浜改
田に偏ったが，これは浜改田があまり1998年9月の高知豪雨の影響を受けなかったことと関係
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　　があると思われる．＼　　　犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　上
　吻　ＥＣと潮位との相関が高いのは浜改田s4 (r=-ぴ刀3卜ぐらいのものである.しｒヵ1負になっ
　　たということは．海岸距離が12時間周期め潮位変動=の約半分であ7るｻことを示していると考えら
　　れる．浜改田s4 (Noﾝ2）の海岸距離を図上で測定して約223?とすると，これを,6/時間で伝
　　わる流速は約1.03cm/sとな芯．ただ，潮位の影響で地下水のＥＣが変化するﾉﾒｶ二ズムそのも
　　のがまだよくわかうていないため√実際に海からこの速度で海水粒子が地中を移動してくるも
　　のかどう=かはわからない．ト　ダ　　　　　　　　　　　　十　　　二　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥１
　㈲　ＤＯと水温とめ相関が高かったのは三里No. 5 (r〒-0.74)レ浜改田No. 2 (r¬二〇.779),
　＼同Ｎ０.6（ｒ＝－0.79!）1，同No. 7 (r =0.701),同ｓ１ご０ヨ←0.804)であった‥浜改田No. 7
　：を除いては全てｒ＜Oとなったのは，高温になるほど飽和溶存酸素量が減少するＤＯの性質上
　　当然とも考えられる∠浜改田No. 7の水温のうち，７月17日の25.5t;はいかにも高いので√こ
　　のデ巾夕を削除して検討を加えてみたが, r =0.825 （ｎ＝5）とよけいに大きな相関係数となっ
　犬　てしまった．　　　　＼犬　　　　　　　　　　　　　　．．　．･　．･　　．．･･．･．　　　　　･･．　．･･･
　以上の検討の中で，濁度はその井戸がごく最近使用されていたかどうかで大きく異なるのが普通
であるので，検討結果からはずした．また，塩分濃度は単にＥＣ値を換算しただけなので，ＥＣ値
の検討を以て代えることとし，特段の考察は行っていない．地下水め水質変化にはよくわからない
部分が多く，今後の調査が必要と思われる．　　　　　コ
キーワード：地下水，塩水化，水質
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付図1 (a)三里のポーリこイグ位置図
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付図２　南国市海岸部の地質概略図
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付図3 (a)浜改田のボーリング位置図
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付図3 (b)ボーリング柱状図（南国51）
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